
プラスチックごみゼロ
シンポジウム

12/24

家庭、事業所から出るプラスチックごみを削減するための取り組みをお伝えします！

2020

THU

オンライン開催（zoom）

13:30　   16:30 （13:00開場予定）

『未来のために知っておきたい、
海とプラスチックの話』
大阪商業大学公共学部公共学科  准教授 原田 禎夫

『リユース食器の活用でごみゼロ大作戦！』
NPO法人地域環境デザイン研究所ecotone 代表理事 太田 航平

『「脱使い捨て」に向けた給水スポットの拡大』
水Do! ネットワーク  事務局長 瀬口 亮子

事例
紹介

時間

場所

報告

基調
講演

『関西広域連合プラスチック
対策検討会の調査事業』

関西広域連合主 催

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえ、
　オンラインのみの開催としました。（12月1日修正）

参加無料



『未来のために知っておきたい、海とプラスチックの話』
大阪商業大学公共学部公共学科  准教授  原田 禎夫

　1975年京都府生まれ。現在、大阪商業大学公共学部准教授。近年深刻な問題となって
いる海や川のプラスチック汚染について、内陸部からのごみの発生抑制の観点から取り組
むNPO法人プロジェクト保津川代表理事。研究と実践をされている原田先生から、河川
の環境保全活動とプラスチックごみの関係とともに、使い捨てプラスチックに頼らないラ
イフスタイルの転換など、家庭におけるプラスチックごみ削減の取組について話していた
だきます。

▼基調講演
▼事例紹介

▼参加申込方法

オンラインで視聴される場合（Zoom）の参加方法、注意事項

　1980年東京都大田区生まれ。「環境×メディア×アート」
をコンセプトに、持続可能な地域社会をデザインすること
を目的として設立された「NPO地域環境デザイン研究所
ecotone」代表理事。主な活動のひとつとして展開する「リ
ユース食器を活用した環境対策」は全国に広がり、「平成
19年度容器包装3R推進環境大臣賞最優秀賞」を受賞。また、
祇園祭、天神祭でもリユース食器を活用したごみゼロ大作
戦を展開。

　令和2年度プラスチック代替品の普及可能性調査及びプラスチックごみ散乱状況の把握手法等調査事業の報告

◎申し込み締め切り後に当日の参加方法をメールでお知らせします。（ミーティングID、パスワード）
◎パソコン、タブレット、スマホなどインターネットでつながれる環境でご参加ください。
◎お使いの端末やブラウザのバージョンによっては、ご視聴できない場合があります。
◎視聴にかかる通信費などは視聴する方の負担となります。

参加ご希望の方は右記内容を明記の上、専
用フォーム、FAX、Eメールのいずれかで
お申し込みください。

■申込み／問合せ先
NPO 法人 エコネット近畿 事務局
TEL：06-6881-1133
FAX：06-6949-8288
E-mail：jimukyoku@econetkinki.org

・お名前(ふりがな)
・所属（会社名・団体名・部署）
・TEL
・FAX
・E-mail

※ご記入いただいた情報は、本シンポジウムに関する主催団体からの各種連絡・情報提供に
利用させていただきます。

●主催／関西広域連合
●問合せ先／NPO法人エコネット近畿　TEL：06-6881-1133 　FAX：06-6949-8288　E-mail：jimukyoku@econetkinki.org

　水Do! ネットワーク事務局長、NPO法人環境市民理事・
研究員、環境カウンセラー。主に廃棄物・3Rおよび気候
変動・エネルギーの分野において、国内外の法制度や取り
組み事例の調査研究、提言活動を行うとともに、環境のま
ちづくりに向けた市民・行政・事業者間の連携コーディネー
トを手がける。東京都武蔵野市出身。早稲田大学大学院法
学研究科修了。著書『「脱使い捨て」でいこう！ 世界で、日
本で、始まっている社会のしくみづくり』（彩流社・2019年）

NPO法人地域環境デザイン
研究所ecotone   代表理事
太田 航平

水Do! ネットワーク  事務局長
瀬口 亮子

12月21日(月) 締切

▼報告

『リユース食器の活用で
ごみゼロ大作戦！』

『関西広域連合プラスチック対策検討会の調査事業』

『「脱使い捨て」に向けた
給水スポットの拡大』

専用フォームは
こちら

オンライン開催のみ


